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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
今
回
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
学
位
証

明
書
は
、
オ
ン
チ
ェ
ー
ン

情
報
で
一
般
公
開
さ
れ
る

Ｎ
Ｆ
Ｔ
と
、
学
生
側
で
公

開
／
非
公
開
の
設
定
が
可

能

な

Ｖ

Ｃ
（Verifiable 

Credentials

注
）
の
２

つ
の
技
術
を
掛
け
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
学
生
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｆ
Ｔ
画
像
に
は
「
千
葉

工
業
大
学
の
卒
業
生
で
あ
る

こ
と
」
の
み
を
記
載
し
、
学

生
の
名
前
や
学
位
、
学
科
な

ど
の
個
人
情
報
を
Ｖ
Ｃ
と
し

て
発
行
す
る
。

　
昨
年
８
月
に
㈱
Ｐ
ｉ
ｔ
Ｐ

ａ
（
本
社
・
東
京
都
渋
谷
区
、

石
部
達
也
代
表
取
締
役
）
と

共
同
で
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

技
術
を
使
っ
た
学
修
歴
証
明

書
の
発
行
を
始
め
て
お
り
、

今
回
の
学
位
記
は
希
望
者
１

１
０
０
人
に
発
行
さ
れ
る
。

　
本
学
が
取
り
組
む
Ｎ
Ｆ
Ｔ

は
、
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
立
ち
上
げ
、
実
験
的
に

ｗ
ｅ
ｂ
３
時
代
の
ジ
ョ
ブ
型

ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
も
の
。

証
書
デ
ザ
イ
ン
は
稲
坂
晃
義

・
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
准
教
授

の
研
究
室
の
豊
田
仁
美
さ
ん

（
修
士
１
年
）、
石
井
水
稀

さ
ん
（
４
年
）、
安
松
菜
奈

さ
ん
（
４
年
）
が
担
当
し

た
。
豊
田
さ
ん
ら
は
学
位
記

デ
ザ
イ
ン
を
「
大
学
で
得
た

貴
重
な
〝
原
石
〞
に
、
新
た

な
チ
ャ
ン
ス
や
信
頼
関
係
で

磨
き
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
、

〈
原
石
〉
を
テ
ー
マ
に
時
間

を
か
け
て
完
成
さ
せ
ま
し

た
」
と
話
し
て
い
る
。

　
今
後
、
学
修
歴
証
明
や
学

位
証
明
に
続
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
必
要
と
な
る
各
種

証
明
書
の
Ｎ
Ｆ
Ｔ
化
を
進
め

る
。
他
大
学
や
企
業
に
も
利

用
を
拡
大
す
る
こ
と
で
社
会

全
体
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
の
推
進
を
目
指
す
。

　
令
和
４
年
度
の
卒
業
生

・
修
了
生
に
対
し
、
本
学

は
通
常
授
与
式
で
手
渡
す

学
位
記
と
は
別
に
、
Ｎ
Ｆ

Ｔ
学
位
証
明
書
（
英
文
）

を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
大
学
が
学
位
証
明
書

を
Ｎ
Ｆ
Ｔ
化
し
た
事
例
は

国
内
初
と
な
る
。

さ
ら
に
減
り
、
各
大
学
は
志

願
者
集
め
に
苦
戦
を
強
い
ら

れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
下
の

　適
切
対
策
が
効
果

　
本
学
で
は
、
今
年
度
も
共

通
テ
ス
ト
利
用
入
学
試
験

＜

前
期
・
中
期
・
後
期＞

の
検
定
料
を
免
除
す
る
な

ど
、
受
験
生
へ
の
進
学
支
援

対
策
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
独
自
入
学
試

験
に
総
合
問
題
を
取
り
入
れ

た
Ｓ
Ｂ
日
程
を
新
設
、
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
入
学

試
験
（
後
期
）
に
も
タ
イ
プ

Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
を
新
設
。
よ
り

受
験
生
の
チ
ャ
ン
ス
が
広
が

る
よ
う
受
験
機
会
を
増
や
し

た
こ
と
で
、
志
願
者
数
が
増

加
し
た
。

　
23
年
度
の
一
般
選
抜
志
願

者
数
は
14
万
５
１
２
８
人

（
昨
年
度
比
６
０
５
４
人

増
）
と
、
最
多
を
記
録
し
た

昨
年
を
さ
ら
に
上
回
る
結
果

と
な
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

や
国
際
情
勢
に
よ
る
経
済
不

安
が
続
く
中
、
23
年
度
入
試

は
全
体
的
な
受
験
生
人
口
が

ニュースガイド
２面　ｗｅｂ３概論を開講／孤独死

しない家・岩間さん最優秀賞

／角さん齊藤さん、ちばぎん

アイデア賞／菅野さん曽我辺

さん受賞

３面　諸隈主席研究員らに助成、山

本教授は理科教育企画賞／

「学会ＤＡＯ」立ち上げ／小

林さん学会誌優秀論文賞／野

田さん国際会議で受賞／鈴木

さん技育展で優秀賞／西松教

授ＭＭＤ研と共同調査

４面　デザイン卒展３年ぶり外部見

学者／清水副所長が優秀講演

賞／またねＰＡＲＣＯ!

５面　瀧野教授「フェロー」認定／

しんかい６５００など展示／

学生窓口時間変更お知らせ／

校友「遠田比呂志さん」

６面　定年退職の皆さん／久々演舞

よさこい風神／新任紹介

津田沼校舎のＣ日程入学試験会場

 令和５年度の入学式は、４月５日（水）午前

10時30分から、幕張メッセ・イベントホール
で挙行されます（約40分）。
　午前９時30分に開場、新入生・保護者の皆
様は開式10分前までに入場してください。式
典終了後、基調講演を行います（約１時間）。

令和５年度　入学式

ＺＯＺＯマリン
スタジアム

一
般
選
抜
入
学
試
験

試験種 今年度 昨年度 増減

共通テスト利用（前期） 54,480 57,117 ▲ 2,637

共通テスト利用（中期） 7,871 7,776 95

共通テスト利用（後期） 5,598 2,066 3,532

Ａ日程入学試験　　　　 35,392 34,411 981

ＳＡ日程入学試験　　　 15,095 13,971 1,124

Ｂ日程入学試験　　　　 15,965 18,413 ▲ 2,448

ＳＢ日程入学試験（新設） 5,950 -

Ｃ日程入学試験　　　　 4,777 5,320 ▲ 543

一般選抜計 145,128 139,074 6,054

2023年度志願者数

一
般
選
抜
志
願

14
万
５
千
人
超
に

　
３
月
５
日
の
Ｃ
日
程
入
学
試
験
を
終
え
、
２
０
２
３
年
度
の
入
学
試
験
が
全
て
終
了
し
た
。
今
年
度
は
昨
年
度
に
続
き
、
共

通
テ
ス
ト
利
用
入
試
の
検
定
料
を
免
除
し
た
ほ
か
、
新
方
式
の
入
学
試
験
を
実
施
し
、
一
般
選
抜
志
願
者
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
８

年
連
続
ト
ッ
プ
10
入
り
を
果
た
し
、
全
国
２
位
の
座
を
キ
ー
プ
（
左
の
表
参
照

３
月
14
日
・
代
々
木
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
調
べ
）。

志
願
者
増
加
数
で
は
一
昨
年
・
昨
年
と
同
様
、全
国
１
位
。
一
般
選
抜
志
願
者
総
計
は
14
万
人
を
超
え
る
大
躍
進
を
果
た
し
た
。

一般選抜入試・志願者数の多い大学10校

大学
今年度 昨年度

増減数
募集人数 志願者数 募集人数 志願者数

1 近畿 5,072 152,493 5,075 157,434 ▲ 4,941

2 千葉工大 1,396 145,128 1,396 139,074 6,054

3 明治 5,329 108,042 5,358 102,426 5,616

4 法政 4,217 99,035 4,224 108,280 ▲ 9,245

5 日本 7,542 98,506 7,688 93,770 4,736

6 立命館 4,784 91,382 4,797 88,335 3,047

7 早稲田 5,135 90,879 5,045 93,843 ▲ 2,964

8 東洋 5,445 87,096 5,500 98,261 ▲ 11,165

9 関西 3,724 77,754 3,724 79,184 ▲ 1,430

10 中央 4,249 66,757 4,269 63,355 3,402

代々木ゼミナール調べ（３／14更新）

ラ
ン
キ
ン
グ
　８
年
連
続
ト
ッ
プ
10
入
り

３年連続全国一本学志願
増加数

ＮＦＴで学位記

■

Ｖ
Ｃ
（V

erifi
a
ble 

Credentials

）

　
資
格
や
能
力
な
ど
を
証
明

す
る
、
デ
ジ
タ
ル
上
で
検
証

可
能
な
個
人
情
報
の
こ
と
。

国
際
技
術
標
準
化
団
体
・
Ｗ

３
Ｃ
に
よ
っ
て
標
準
化
さ
れ

て
い
る
。

国内初　卒業・修了生に発行

㊤　ＮＦＴ学位証明書の

　　デザイン

㊦　ＶＣの証書デザイン

2023
3.15

千葉工業大学・入試広報部
〒275-0016　千葉県習志野市津田沼

２丁目17番１号

℡ 047(478)0222　FAX 047(478)3344

毎月１回（８月を除く）15日発行

https://www.it-chiba.ac.jp/
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航
中
、
バ
ッ
テ
リ
ー
は
低
温

か
ら
高
温
、
高
圧
の
極
環
境

に
さ
ら
さ
れ
、
劣
化
も
想
定

さ
れ
る
。
２
人
は
、
こ
れ
ら

へ
の
耐
性
を
考
慮
し
た
新
規

バ
ッ
テ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
を
提

案
し
、
そ
の
販
売
事
業
や
宇

宙
輸
送
市
場
の
拡
大
、
日
本

の
宇
宙
市
場
の
国
際
化
を
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
と
し
て
発

表
し
た
。

　
発
展
途
上
の
研
究
成
果
を

基
に
、
ど
ん
な
ビ
ジ
コ
ン
プ

ラ
ン
を
描
く
べ
き
か
｜
｜
専

門
分
野
以
外
の
理
解
が
必
要

に
な
り
、
将
来
性
と
市
場
性

に
つ
い
て
丁
寧
・
簡
潔
な
説

明
を
心
掛
け
た
と
い
う
。

　「
前
々
回
は
、
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
の
弱
さ
を
指
摘
さ
れ

入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
日
頃
の
研
究
で
、
ど
う

社
会
実
装
す
る
か
、
需
要
に

対
し
て
ど
う
生
か
す
か
を
意

識
し
て
き
ま
し
た
。
佐
藤
教

授
と
和
田
教
授
、
電
気
電
子

工
学
科
の
林
真
一
郎
助
教
や

研
究
室
仲
間
、
両
親
に
感
謝

と
喜
び
を
伝
え
た
い
」（
角

さ
ん
）

　「
宇
宙
で
の
パ
ワ
ー
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
の
活
用

は
開
拓
途
上
で
、
こ
れ
か
ら

も
未
知
な
研
究
開
発
へ
邁
進

し
た
い
」（
齊
藤
さ
ん
）

　
千
葉
銀
行
と
横
浜
銀
行
が

地
域
経
済
の
担
い
手
と
な
る

学
生
た
ち
に
募
集
し
た
「
ち

ば
ぎ
ん
・
は
ま
ぎ
ん
学
生
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、

角す
み

真ま
さ

輝き

さ
ん
（
工
学
専
攻
博

士
後
期
１
年
、
佐
藤
宣
夫
研

究
室

写
真
下
の
右
）
と
齊

藤
佑
斗
さ
ん
（
機
械
電
子
創

成
工
学
専
攻
修
士
１
年
、
同

研
究
室

同
左
）
が
提
案
し

た
「
電
動
化
ロ
ケ
ッ
ト
向
け

バ
ッ
テ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
の
販

売
事
業
」
が
、
審
査
員
特
別

賞
で
あ
る
「
ち
ば
ぎ
ん
ア
イ

ロ
ケ
ッ
ト
の
バ
ッ
テ
リ
ー
販
売
提
案

角
さ
ん

齊
藤
さ
ん
■

ち
ば
ぎ
ん
ア
イ
デ
ア
賞

　
材
料
技
術
研
究
協
会
の
討

論
会
（
昨
年
12
月
１
、
２

日
、
都
内
神
楽
坂
の
東
京
理

科
大
・
森
戸
記
念
館
で
対
面

開
催
）
で
、
菅
野
透
さ
ん

（
応
用
化
学
専
攻
修
士
２

年
、
柴
田
裕
史
研
究
室
）
が

口
頭
発
表
し
優
秀
講
演
賞
、

ポ
ス
タ
ー
発
表
し
た
曽
我
辺

祐
輝
さ
ん
（
応
用
化
学
科
４

年
、
同
）
は
ゴ
ー
ル
ド
ポ
ス

タ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。

　
発
表
内
容
と
受
賞
の
感
想

は
次
の
通
り
。

●
　菅
野
　透
さ
ん

「
複
合
有
機
テ
ン
プ
レ
ー

ト
法
に
よ
る
多
孔
質
球
状
シ

リ
カ
粒
子
の
調
製
」

　
多
孔
質
球
状
シ
リ
カ
粒
子

は
、
ド
ラ
ッ
グ
デ
リ
バ
リ
ー

シ
ス
テ
ム
の
運
び
役
な
ど
へ

の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
が
、

多
孔
質
な
球
状
に
形
態
制
御

す
る
の
が
難
し
い
。
柴
田
研

で
は
新
手
法
と
し
て
複
合
有

機
テ
ン
プ
レ
ー
ト
法
（
Ｈ
Ｏ

Ｔ
法
）
を
検
討
。
リ
ポ
ソ
ー

ム
の
内
水
相
に
界
面
活
性
剤

と
無
機
前
駆
溶
液
を
内
包

し
、
球
状
多
孔
質
無
機
粒
子

を
調
製
す
る
方
法
で
、
菅
野

さ
ん
ら
は
Ｈ
Ｏ
Ｔ
法
に
よ
る

多
孔
質
球
状
シ
リ
カ
粒
子
の

調
製
と
評
価
を
試
み
た
。

　
シ
リ
カ
に
対
す
る
フ
ッ
素

化
合
物
の
吸
着
実
験
は
前
例

が
少
な
く
、
吸
着
を
示
す
デ

ー
タ
集
め
に
苦
労
し
た
。

　「
受
賞
は
、
柴
田
先
生
や

橋
本
和
明
先
生
、
同
級
生
・

後
輩
の
お
か
げ
と
痛
感
し
て

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」

●
　曽
我
辺
　祐
輝
さ
ん

「
六
角
板
状
酸
化
亜
鉛
粒

子
を
用
い
た
粒
子
担
持
薄
膜

の
作
製
」

　
酸
化
亜
鉛
は
３
・
37
ｅ
Ｖ

の
バ
ン
ド
ギ
ャ
ッ
プ
を
持

ち
、
紫
外
線
を
照
射
す
る
と

応
用
化
学
の
２
人
が
受
賞

菅
野
さ
ん
曽
我
辺
さ
ん

■

材
料
技
術
研
討
論
会

光
触
媒
能
を
持
つ
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
六
方
晶
ウ
ル
ツ
鉱

型
の
結
晶
構
造
で
ｃ
軸
方
向

に
極
性
を
持
つ
こ
と
か
ら
、

ｃ
軸
方
向
へ
結
晶
成
長
し
六

角
柱
状
粒
子
を
形
成
し
や
す

い
。
柴
田
研
で
は
す
で
に
ア

ニ
オ
ン
界
面
活
性
剤
存
在
下

で
酸
化
亜
鉛
粒
子
を
調
製
す

る
こ
と
で
、
高
い
ｃ
面
配
向

性
を
持
つ
六
角
板
状
酸
化
亜

鉛
粒
子
の
生
成
に
成
功
。
六

角
柱
状
粒
子
よ
り
も
高
い
光

触
媒
活
性
能
を
持
つ
半
面
、

粒
子
な
の
で
ハ
ン
ド
リ
ン
グ

性
能
に
課
題
が
あ
る
。

　
曽
我
辺
さ
ん
ら
は
、
高
い

光
触
媒
活
性
能
を
保
ち
な
が

ら
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
性
能
が
改

善
さ
れ
た
六
角
板
状
酸
化
亜

鉛
粒
子
担
持
薄
膜
の
調
製
を

検
討
し
た
。

　「
初
の
学
会
で
右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
中
、
先
生
や
先

輩
・
研
究
室
仲
間
の
手
助
け

で
発
表
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

　
岩
間
さ
ん
は
「
初
め
て
の

受
賞
で
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
事
前
の
校
内
発

表
会
で
審
査
員
・
先
生
方
か

ら
意
見
を
頂
い
た
こ
と
で
成

長
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。
先
生
方
や
仲

間
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
建
築
を
学
ぶ
全
国
の
学
生

に
卒
業
発
表
の
場
を
設
け
て

い
る
「
卒そ

つ

、
て
ん

23
」（
全
国
合

同
卒
業
設
計
展
主
催
、
２
月

25
、
26
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
講

評
会
をYouTub

e

配
信
、
都

内
隅
田
川
公
園
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示
）

で
、
岩
間
小
春
さ
ん
（
建
築

学
科
４
年
、
今
村
創
平
研
究

室

写
真
右
）
の
「
終
の
す

み
か-

孤
独
な
最
期
を
迎
え

な
い
住
ま
い
の
物
語-

」
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。
ま

た
、
坂ば

ん

内な
い

俊
太
さ
ん
（
同
研

究
室
）
の
作
品
「
人
間
の
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
へ
〜
衰
退
す

る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
可

能
性
」
も
カ
シ
ワ
バ
ラ
賞
を

受
賞
し
た
。

　「
卒
、」
は
　
東
京
理
科
大

の
西
田
司
准
教
授
が
総
合
司

会
し
、
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
約

10
人
が
応
募
さ
れ
た
作
品
を

審
査
す
る
。
岩
間
さ
ん
は
孤

独
死
に
対
す
る
建
築
的
ア
プ

ロ
ー
チ
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
審
査
員
か
ら
高
く
評

価
さ
れ
た
。

　
独
り
で
最
期
を
迎
え
何
日

も
発
見
さ
れ
な
い
孤
独
死
。

壁
一
つ
が
孤
立
空
間
を
生
み

人
の
気
配
を
遮
断
し
て
し
ま

う
。
岩
間
さ
ん
は
、
空
き
部

屋
や
壁
で
隠
さ
れ
る
生
活
を

減
築
し
、
代
わ
り
に
生
活
が

に
じ
み
出
る
離
れ
を
増
築
。

孤独死しない家　最優秀賞
岩間さん ■　全国卒展、坂内さんもカシワバラ賞

孤
独
な
最
期
を
迎
え
な
い
住

ま
い
を
提
案
し
た
。

　
卒
業
制
作
は
、
自
分
が
孤

独
死
し
た
く
な
い
と
い
う
思

い
か
ら
始
ま
り
、
将
来
住
む

実
家
の
改
修
を
テ
ー
マ
と
し

た
。
そ
れ
が
家
族
の
た
め
、

街
の
た
め
と
想
像
が
ど
ん
ど

ん
膨
ら
み
、
楽
し
み
な
が
ら

設
計
で
き
た
と
い
う
。

㊦２つの離れ増築と２階部分の解放。街を

　受け入れ始める。見守りの芽が生まれる

㊤ほとんどが空き部屋となりカーテンや分

　厚い戸で生活が隠れてしまっている

生
だ
け
で
な
く
、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
技
術
に
関
し
て
、

学
び
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
の
獲
得
な
ど
リ
ス
キ
リ
ン

グ
を
希
望
す
る
社
会
人
に
も

門
戸
を
広
げ
る
の
が
特
徴
。

同
講
座
を
履
修
し
た
学
生
に

は
学
修
歴
証
明
書
を
Ｎ
Ｆ
Ｔ

で
発
行
し
、
履
修
内
容
を
そ

の
ま
ま
就
職
活
動
時
に
活
用

で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

　
講
義
は
ま
ず
ｗ
ｅ
ｂ
３
概

論
（
４
月
13
日
〜
７
月
13

日
）
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ

ー
ン
技
術
の
基
礎
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
将
来
的
に
ｗ
ｅ
ｂ
３

領
域
で
の
就
業
が
可
能
と
な

る
よ
う
な
学
習
機
会
や
実
践

の
場
を
提
供
し
て
い
く
。

　
伊
藤
変
革
セ
ン
タ
ー
長
は

「
ｗ
ｅ
ｂ
３
事
業
は
国
内
で

徐
々
に
拡
大
し
て
き
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
ｗ
ｅ
ｂ
３
人

材
は
不
足
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
新
た

な
コ
ー
ス
を
設
立
す
る
こ
と

で
日
本
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産

業
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
」
と
語
っ
て

い
る
。

　
本
学
は
㈱
Ｐ
ｉ
ｔ
ｐ
ａ

（
本
社
・
東
京
都
渋
谷
区
、

石
部
達
也
代
表
取
締
役
）
と

共
同
で
、「
ｗ
ｅ
ｂ
３
人
材
」

の
輩
出
を
目
指
す
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
４
月
13

日
か
ら
「
ｗ
ｅ
ｂ
３
概
論
」

と
し
て
新
た
な
講
座
を
開
講

す
る
。

　
偽
造
や
改
ざ
ん
が
難
し
い

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
を

活
用
し
た
分
断
型
ｗ
ｅ
ｂ
の

世
界
と
定
義
さ
れ
る
ｗ
ｅ
ｂ

３
時
代
の
本
格
的
到
来
が
今

後
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、

日
本
の
現
状
は
ｗ
ｅ
ｂ
３
に

関
わ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
ビ
ジ

ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
人
材

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に

あ
る
。
そ
こ
で
、
ｗ
ｅ
ｂ
３

技
術
に
特
化
し
た
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
社
会
人

に
も
門
戸
を
広
げ
、
多
様
な

人
材
の
育
成
を
目
指
す
。

　
講
座
で
は
、
米
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
メ
デ
ィ
ア

ラ
ボ
で
所
長
を
勤
め
現
在
、

本
学
変
革
セ
ン
タ
ー
の
伊
藤

穰
一
セ
ン
タ
ー
長

写
真

と
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
や

仮
想
通
貨
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
支
え
る
専
門
家
が
登

壇
し
、
基
礎
知
識
か
ら
応
用

ま
で
の
講
義
を
行
う
。

　
ま
た
、
同
講
座
は
本
学
学

「
ｗ
ｅ
ｂ
３
概
論
」
を
開
講

４
月
に
変
革
セ
ン
タ
ー
■
　
社
会
人
に
も
門
戸

デ
ア
賞
」
に
決
ま
り
、
２
月

15
日
、
千
葉
銀
行
本
店
（
千

葉
市
中
央
区
）
で
表
彰
式
が

あ
っ
た
。

　
機
械
電
子
創
成
工
学
科
の

和
田
豊
教
授
の
研
究
室
が
研

究
し
て
い
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

燃
料
ロ
ケ
ッ
ト
を
基
に
、
バ

ッ
テ
リ
ー
シ
ス
テ
ム
を
提
案

し
事
業
化
す
る
も
の
。

　
ロ
ケ
ッ
ト
の
射
出
時
や
運
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

理
科
教
育
賞
・
企
画
賞
」

に
、
応
用
化
学
科
の
山
本
典

史
教
授
が
発
案
し
た
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
分
子
模
型

「P
uzM

ol

」

写
真
下

が

選
ば
れ
た
。
紙
製
の
分
子
模

型
で
、
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
考

え
な
が
ら
手
軽
に
組
み
立
て

・
組
み
替
え
で
き
る
。
山
本

教
授
は
「
子
ど
も
た
ち
の
探

究
心
を
育
む
知
的
玩
具
や
、

授
業
で
の
主
体
的
な
深
い
学

び
を
促
す
た
め
の
学
習
教
材

な
ど
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
」と
話
し
て
い
る
。

　
信
号
処
理
学
会
の
国
際
会

議
「
２
０
２
３
非
線
形
回

路
、
通
信
、
信
号
処
理
に
関

す
る
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
国
際
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」（NCSP'23 =

２

月
28
日
〜
3
月
3
日
、
ハ

ワ
イ
・
ホ
ノ
ル
ル
の
ア
ラ

モ
ア
ナ
ホ
テ
ル
で
開
催
）

で
、
野
田
碧

あ
お
い

さ
ん
（
電
気

電
子
工
学
科
4
年
、
魏
秀

欽
研
究
室
）
が
「Design 

of 
Load-Independent 

Class-EF Inverter with 

Nonsinusoidal 
Output 

Current

（

非

正

弦

波

出

力
電
流
を
も
つ
負
荷
非
依

存
Ｅ
Ｆ
級
イ
ン
バ
ー
タ
の

設
計
）」
を
英
語
で
口
頭

発
表
し
、Student 

Paper 

Award

（
学
生
論
文
賞
）
を

受
賞
し
た
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
電
源
回
路
小
型

化
の
た
め
Ｅ
Ｆ
級
イ
ン
バ
ー

タ
（
直
流
を
交
流
に
変
え
る

装
置
）
が
注
目
さ
れ
て
い
る

が
、
負
荷
抵
抗
の
変
動
に
敏

感
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
負
荷

非
依
存
Ｅ
Ｆ
級
イ
ン
バ
ー
タ

と
そ
の
設
計
手
法
が
提
案
さ

れ
た
が
、
実
際
は
出
力
電
流

が
正
弦
波
に
な
ら
ず
、
高
周

波
化
・
高
効
率
化
に
直
結
す

　
学
生
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
応
援

す
る
「
技
育
展
２
０
２
２
」

（
㈱
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
主
催
、

昨
年
９
月
10
〜
13
日
に
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
は
予
備

審
査
を
通
っ
た
４
０
０
人
１

８
０
作
品
で
競
わ
れ
、
ハ
ー

ド
組
み
込
み
部
門
で
鈴
木
和

真
さ
ん
（
建
築
学
科
１
年

写
真
）
の
「
水
道
管
で
自
作

カ
ー
ト
」
が
優
秀
賞
を
獲
得

し
た
。

　
上
水
道
の
配
管
実
習
で
残

っ
た
水
道
管
（
廃
材
）
を
フ

レ
ー
ム
に
再
利
用
し
、
エ
ン

ジ
ン
で
動
く
カ
ー
ト
を
自
作

し
た
。
亜
鉛
メ
ッ
キ
が
溶
接

の
邪
魔
に
な
っ
た
り
、
熱
の

歪
み
を
抑
え
る
方
法
な
ど
で

試
行
錯
誤
し
た
と
い
う
。

　
審
査
で
は
、
技
術
的
完
成

度
の
高
さ
や
、
廃
材
の
再
利

用
が
自
動
車
メ
ー
カ
ー
も
や

ら
な
い
よ
う
な
発
見
と
挑
戦

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い

と
評
価
さ
れ
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
千
葉
・
京
葉

工
高
３
年
時
に
仲
間
と
カ
ー

ト
を
自
作
し
て
モ
ノ
づ
く
り

の
達
成
感
に
目
覚
め
た
と
い

う
。
建
築
学
科
で
は
、
ガ
レ

ー
ジ
ラ
イ
フ
を
本
気
で
楽
し

め
る
家
を
設
計
す
る
の
が
夢

で
「
作
品
が
専
門
エ
ン
ジ
ニ

ア
か
ら
評
価
を
頂
け
る
と
は

思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
う
れ
し
い
」
と

語
っ
た
。

　
フ
レ
ー
ム
を
溶
接
し
エ
ン

ジ
ン
と
座
席
を
取
り
付
け
試

走
に
成
功
す
る
様
子
は
動
画

サ
イ
トhttps://twitter.

com/suzukikazuma3 /sta

tus/15507406200287436

80 ?s=46
&t=bX
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で
見
ら
れ

る
。

廃
材
管
で
カ
ー
ト
を
自
作

鈴
木
さ
ん
　■　
技
育
展
で
優
秀
賞

　
小
林
慶
祐
さ
ん
（
情
報
通

信
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻
修
士

２
年
、
長
敬
三
研
究
室

写

真
）
が
筆
頭
著
者
と
し
て
電

子
情
報
通
信
学
会
誌
に
発
表

し
た
論
文
「
合
成
開
口
ア
レ

ー
を
用
い
たTHz-TDS 

測
定

に
お
け
る
仮
想
ア
レ
ー
位
置

の
影
響
と
複
数
周
波
数
利
用

に
よ
る
ア
レ
ー
素
子
数
削
」

が
３
月
１
日
、
学
会
の
学
生

・
若
手
論
文
特
集
編
集
委
員

会
に
よ
っ
て
優
秀
論
文
賞
２

点
の
１
つ
に
選
ば
れ
、
２
０

２
３
年
学
生
・
若
手
論
文
特

集
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

　
小
林
さ
ん
は
テ
ラ
ヘ
ル
ツ

波
を
用
い
た
検
知
技
術
を
研

究
し
て
い
る
。
反
射
型
テ
ラ

ヘ
ル
ツ
時
間
領
域
分
光
法

（THz-TDS

）
で
は
、
複
数

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
同
一
の
送
信

波
を
反
射
す
る
た
め
反
射
波

の
相
関
が
高
く
な
り
、
高
分

解
能
位
置
推
定
法
を
適
用
す

る
と
分
離
特
性
が
劣
化
し
て

し
ま
う
。
こ
れ
を
改
善
す
る

た
め
仮
想
ア
レ
ー
ア
ン
テ
ナ

を
生
成
し
、
空
間
平
均
を
適

用
す
る
手
法
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。

　
小
林
さ
ん
は
位
置
推
定
精

度
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
検
討
し
、
複
数
周
波
数

イ
メ
ー
ジ
を
用
い
る
手
法
が

広
帯
域THz

パ
ル
ス
を
照
射

す
るTHz-TDS 

測
定
に
適
し

て
お
り
、
平
均
位
置
精
度
を

改
善
で
き
る
こ
と
な
ど
を
示

し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
「
賞
を
頂
け

て
光
栄
で
す
。
論
文
執
筆
で

ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
長
敬

三
先
生
、
中
林
寛
暁
先
生
、

水
津
光
司
先
生
に
感
謝
し
ま

す
」
と
語
っ
た
。

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
に
よ
る
検
知
技
術
で

小
林
さ
ん
　■　
学
会
誌
優
秀
論
文
賞

電
源
小
型
化
、
イ
ン
バ
ー
タ
設
計

野
田
さ
ん
　■　
国
際
会
議
で
受
賞

る
ソ
フ
ト
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
と

定
電
流
モ
ー
ド
を
同
時
に
実

現
で
き
て
い
な
い
。

　
野
田
さ
ん
は
、
定
常
解
析

技
術
と
数
値
計
算
最
適
化
技

術
を
融
合
し
、
基
本
周
波
数

成
分
も
高
調
波
成
分
も
考
慮

す
る
こ
と
で

負
荷
変
動
に

よ
ら
な
い
高
電
力
変
換
効
率

・
定
電
流
を
常
に
達
成
で
き

る
Ｅ
Ｆ
級
イ
ン
バ
ー
タ
の
設

計
理
論
を
確
立
し
た
。

　
回
路
解
析
、
数
値
計
算
は

１
つ
で
も
ミ
ス
す
る
と
成
功

に
は
つ
な
が
ら
ず
、
細
心
の

注
意
を
心
が
け
た
と
い
う
。

　
例
年
、
学
生
論
文
賞
は
発

表
論
文
の
約
15
％
を
上
限
に

贈
ら
れ
て
い
る
。

　
野
田
さ
ん
は
「
受
賞
で
き

て
と
て
も
光
栄
で
す
。
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
魏
先

生
や
同
期
生
の
お
か
げ
で
頑

張
れ
ま
し
た
。
初
の
国
際
会

議
、
初
の
海
外
、
英
語
で
発

表
、
と
緊
張
し
ま
し
た
が
、

よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
」

と
感
想
を
寄
せ
た
。

　
経
営
情
報
科
学
科
の
西
松

研
教
授

写
真

は
Ｍ
Ｍ
Ｄ

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
（
東
京
都
港
区
、

吉
本
浩
司
代
表
取
締
役
）
が

運
営
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｄ
研
究
所
と

共
同
で
、
経
済
圏
利
用
者
の

　
デ
ジ
タ
ル
人
材
や
Ｉ
Ｔ
人

材
の
育
成
を
目
指
す
デ
ジ
タ

ル
人
材
育
成
学
会
（
会
長

角
田
仁
・
金
融
・
経
営
リ
ス

ク
科
学
科
教
授
）
は
２
月
中

旬
、
日
本
初
の
「
学
会
Ｄ

Ａ
Ｏ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

Ｄ
Ａ
Ｏ
（D

ecentralized 

A
uton

om
ou

s Organiza

tion

分
散
型
自
律
組
織
）

は
、
特
定
の
所
有
者
や
管
理

者
が
存
在
し
な
い
で
も
事
業

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
で

き
る
組
織
を
指
す
概
念
。
ｗ

ｅ
ｂ
３
時
代
の
本
格
化
を
迎

え
、
新
た
な
組
織
形
態
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
今
回
、
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
学
会
の
Ｄ
Ａ
Ｏ
事
務
局
長

を
務
め
る
高
木
徹
理
事
（
本

学
経
営
情
報
科
学
科
助
教
）

が
Ｄ
Ａ
Ｏ
の
仕
組
み
を
作
成

し
た
。

　
学
会
で
は
今
後
、
Ｄ
Ａ
Ｏ

関
連
の
教
育
に
関
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
Ｅ
Ｄ
Ｕ

Ｄ
Ａ

Ｏ
）
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

る
。

　
角
田
教
授
は
「
米
国
で
は

多
様
な
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
立
ち
上
が

っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
発

展
途
上
。
日
本
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
Ｄ
Ａ
Ｏ
が
普
及

し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
て

い
る
」
と
述
べ
た
。

日
本
初「
学
会
Ｄ
Ａ
Ｏ
」

■

角
田
教
授
・
高
木
助
教

立
ち
上
げ

角田教授

高木助教

分
析
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
開
始
し
た
。
Ｍ
Ｍ
Ｄ
Ｌ

ａ
ｂ
ｏ
は
通
信
・
モ
バ
イ
ル

・
Ｉ
Ｔ
分
野
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

リ
サ
ー
チ
機
関
で
、
西
松
教

授
と
、
ユ
ー
ザ
ー
の
選
択
行

動
の
変
化
で
市
場
や
社
会
が

ど
ん
な
影
響
を
受
け
る
か
な

ど
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
昨
年
12
月
に
は
第
一
弾
と

し
て
メ
デ
ィ
ア
向
け
「
通
信

キ
ャ
リ
ア
、
ポ
イ
ン
ト
経
済

圏
の
実
態
勉
強
会
」を
開
催
。

通
信
事
業
者
や
決
済
で
意
識

し
て
利
用
す
る
会
社
ご
と
に

「
ド
コ
モ
経
済
圏
」
「
ａ
ｕ
経

済
圏
」「
ｐ
ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
経
済

圏
」「
楽
天
経
済
圏
」「
イ
オ
ン

経
済
圏
」
に
分
け
、
各
経
済

圏
の
ユ
ー
ザ
ー
の
特
徴
や
今

後
の
動
向
を
分
析
し
た
。

　
西
松
教
授
は
「
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
増
え

る
中
で
、
ユ
ー
ザ
ー
が
何
を

重
視
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

し
て
い
る
か
、
セ
グ
メ
ン
ト

を
理
解
し
、
人
が
や
り
た
い

こ
と
が
で
き
る
社
会
的
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
確
立
が
重

要
」
と
話
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｍ
Ｄ
研
と
共
同
調
査

西
松
教
授

■　

経
済
圏
利
用
者
分
析

　
公
益
財
団
法
人
東
レ
科
学

振
興
会
は
２
月
16
日
、
第
63

回
東
レ
科
学
技
術
研
究
助
成

（
10
件
）
の
対
象
に
、
惑
星

探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
）
の
諸も

ろ

隈く
ま

智と
も

貴き

・
主
席

研
究
員
、
秋あ

き

田た

谷や

洋
ひ
ろ
し

・
上
席

研
究
員
の
「
近
紫
外
線
専
用

観
測
装
置
の
開
発
に
よ
る
天

文
学
の
新
展
開
」を
選
ん
だ
。

　
諸
隈
主
席
研
究
員
ら
は
半

導
体
検
出
器
や
光
学
素
子
の

技
術
的
な
進
歩
が
近
紫
外
線

（
３
０
０
〜
４
０
０
㌨
㍍
）

に
お
け
る
天
文
学
観
測
に
生

か
さ
れ
切
れ
て
い
な
い
こ
と

に
注
目
し
、
こ
の
波
長
帯
に

最
適
化
し
た
世
界
的
に
も
珍

し
い
観
測
装
置
を
開
発
す

る
。
ま
ず
は
広
島
大
・
か
な

た
望
遠
鏡
に
搭
載
し
、
宇
宙

に
お
け
る
爆
発
現
象
や
小
惑

星
に
お
け
る
水
の
起
源
な
ど

の
解
明
を
目
指
す
。
日
本
天

文
学
会
の
推
薦
に
よ
り
助
成

が
決
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
第
３
回
「
東
レ

■
　
東
レ
科
学
振
興
会

助
成
対
象
に
諸
隈
主
席
研
究
員
ら

山
本
教
授
は
理
科
教
育
企
画
賞

諸隈主席研究員秋田谷上席研究員

山本教授
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研
究
が
一
旦
終
わ
る
の
か
と

寂
し
い
面
も
。
で
も
人
と
交

流
し
学
び
を
得
る
こ
と
に
感

謝
で
き
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
下

の
学
生
な
ら
で
は
の
経
験
だ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
社

会
に
出
て
も
、
置
か
れ
る
環

境
に
感
謝
し
な
が
ら
デ
ザ
イ

ン
に
向
き
合
い
た
い
」。

　
倉
斗
綾
子
デ
ザ
イ
ン
科
学

科
准
教
授
も
「
他
展
を
見
る

機
会
も
激
減
し
た
３
年
間

で
、
手
探
り
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
開
催
し
て
み
る

と
、
学
生
が
互
い
の
作
品
や

来
場
者
の
反
応
に
影
響
を
受

け
展
示
方
法
や
説
明
を
魅
力

的
に
改
善
し
て
い
く
様
子
が

見
ら
れ
、
最
後
ま
で
学
び
の

機
会
を
つ
く
れ
て
担
任
と
し

て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
し

た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

●

中
心
メ
ン
バ
ー
　
廣

瀬
さ
ん
の
ほ
か
伊
藤
翔
叶
さ

ん（
赤
澤
智
津
子
研
究
室
）、

小
川
幸
汰
さ
ん
（
八
馬
智

研
究
室
）、
久
保
好
志
さ
ん

（
倉
斗
綾
子
研
究
室
）、
久

保
田
な
つ
め
さ
ん
（
長
尾
徹

研
究
室
）。

　
ロ
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
問
題
解
決
を
目
指
す
第
23

回
計
測
自
動
制
御
学
会
シ
ス

テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

部
門
講
演
会
（
Ｓ
Ｉ
２
０
２

２

昨
年
12
月
14
〜
16
日
、

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
で

開
催
）
で
、
未
来
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ

Ｒ
ｏ
）
の
清
水
正
晴
副
所
長

・
主
席
研
究
員

写
真

が

「
ロ
ボ
ッ
ト
の
運
動
・
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
制
御
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
に
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
Ｐ
ｕ

ｂ
／
Ｓ
ｕ
ｂ
型
通
信
ミ
ド
ル

ウ
ェ
ア
が
適
用
可
能
か
」
に

つ
い
て
性
能
評
価
を
発
表
し

優
秀
講
演
賞
を
受
賞
し
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
構
築
す
る
際
に
利
用
で

き
る
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ

ト
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
に
つ
い
て
。

ソ
フ
ト
機
能
を
モ
ジ
ュ
ー
ル

プ
ロ
セ
ス
に
分
離
実
装
す
る

際
、
プ
ロ
セ
ス
間
の
通
信
に

は
遅
延
が
発
生
す
る
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
運
動
・
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
制
御
で
は
、
決
め
ら

れ
た
周
期
で
処
理
が
終
了
す

る
こ
と
を
保
証
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
清
水
副
所
長
は
４
つ
の
オ

ー
プ
ン
ソ
ー
ス
Ｐ
ｕ
ｂ
／
Ｓ

ｕ
ｂ
型
通
信
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア

を
選
出
し
、
適
切
な
リ
ア
ル

タ
イ
ム
環
境
で
定
量
的
、
定

性
的
な
評
価
を
行
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
ｉ
ｃ
ｅ
ｏ
ｒ

ｙ
ｘ
と
ｅ
Ｃ
Ａ
Ｌ
が
制
御
周

期
に
お
け
る
通
信
遅
延
も
十

分
小
さ
い
こ
と
を
示
し
、
運

動
・
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
制
御
に

こ
れ
ら
通
信
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア

を
用
い
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
プ
ロ

セ
ス
分
散
型
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
が
適
用

可
能
な
こ
と
を
示
し
た
。

　
清
水
副
所
長
は
「
リ
ア
ル

タ
イ
ム
環
境
で
の
プ
ロ
セ
ス

間
通
信
を
伴
う
ロ
ボ
ッ
ト
制

御
で
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
通
信

ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
が
利
用
可
能

な
こ
と
を
示
し
た
こ
と
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
運
動
・
ハ
ー
ド
ウ

ェ
ア
の
ソ
フ
ト
開
発
が
加

速
、
発
展
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
」
と
語
っ
て
い

る
。

ロ
ボ
ッ
ト
適
用
評
価
で
優
秀
講
演
賞

清
水
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
副
所
長
■

Ｓ
Ｉ
２
０
２
２
で

通信ＯＳＳ
　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
の
卒
業

研
究
展
（
卒
展
）
が
２
月
10

〜
12
日
の
３
日
間
、
津
田
沼

校
舎
６
号
館
で
開
か
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
学
内
限
定
・

対
面
で
卒
展
を
続
け
て
い
た

が
、
今
年
は
３
年
ぶ
り
に
保

護
者
ら
外
部
の
人
々
も
事
前

登
録
制
で
招
き
、
感
染
対
策

の
も
と
外
部
１
２
７
組
（
登

録
数
）、
学
内
約
１
５
０
人

が
成
果
を
見
て
回
っ
た
。

　
企
画
・
準
備
は
、
中
心
メ

ン
バ
ー
５
人
に
各
研
究
室
の

展
示
委
員
が
協
力
し
昨
年
９

月
か
ら
案
を
練
っ
た
。
４
年

生
１
３
０
人
が
、
卒
業
に
あ

た
り
伝
え
た
い
こ
と
や
研
究

を
展
示
。
映
像
、
音
響
、
写

真
な
ど
芸
術
表
現
の
一
方
、

地
域
や
教
育
の
課
題
解
決
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
も
あ

り
幅
広
い
展
示
と
な
っ
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
廣
瀬

理
桜
さ
ん
（
西
田
絢
子
研
究

室
）
に
よ
る
と
、
現
４
年
生

は
２
年
時
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
と

な
り
、
他
者
に
作
品
を
触
っ

て
も
ら
う
▽
パ
ネ
ル
を
見
て

も
ら
う
▽
空
間
演
出
を
伝
え

る
｜
｜
な
ど
の
経
験
が
少
な

く
、
展
示
イ
メ
ー
ジ
が
わ
か

な
か
っ
た
と
い
う
。

　
し
か
し
メ
ン
バ
ー
で
コ
ン

セ
プ
ト
や
魅
せ
方
、
空
間
の

作
り
方
を
議
論
。
ア
イ
デ
ア

が
わ
き
、
ア
ナ
ロ
グ
的
な
本

や
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
石
鹸
、

ブ
ロ
ッ
ク
パ
ズ
ル
な
ど
幅
広

い
研
究
が
集
ま
っ
た
。
見
学

者
か
ら
は
「
工
業
大
だ
か
ら

電
気
を
使
う
プ
ロ
ダ
ク
ト
や

デ
ジ
タ
ル
が
多
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
思
い
が
け
ず
多
様

だ
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
え

た
と
い
う
。

　
廣
瀬
さ
ん
は
「
開
幕
で
気

持
ち
が
昂
っ
た
反
面
、
学
内

デザイン科学科卒展

３年ぶり外部見学者
幅広く　■ 芸術表現や研究展示

　
２
月
に
45
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
た
津
田
沼
パ
ル
コ

（
Ｊ
Ｒ
津
田
沼
駅
北
口
）
で

デ
ザ
イ
ン
科
学
科
の
20
人
が

「
ま
た
ね
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
！
」

を
企
画
。
地
域
に
愛
さ
れ
た

店
の
最
後
を
盛
り
上
げ
た
。

　
企
画
は
大
学
院
の
科
目

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

特
論
」
で
学
生
た
ち
が
発
想

・
提
案
・
実
装
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
パ
ル
コ
と
の
コ
ラ

ボ
企
画
と
し
て
３
つ
の
提
案

が
実
現
し
た
。

①
「
思
い
出
で
つ
な
が
る

　
津
田
沼
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ

フ

ロ
ア
マ
ッ
プ
」
｜
｜
シ
ー
ル

に
津
田
沼
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
の

思
い
出
や
出
会
っ
た
人
へ
の

感
謝
を
書
き
込
み
、
学
生
が

デ
ザ
イ
ン
し
た
ボ
ー
ド
に
貼

っ
て
フ
ロ
ア
マ
ッ
プ
を
完
成

さ
せ
た
。
約
２
千
枚
も
の
コ

メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
、
リ
ー

ダ
ー
の
澤
田
明
佳
さ
ん
（
修

士
１
年
）
は
「
ボ
ー
ド
を
通

し
て
多
く
の
人
が
パ
ル
コ
の

思
い
出
を
共
有
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
が
生

ま
れ
て
よ
か
っ
た
」。

②
「
ピ
ー
ス
を
持
ち
帰
ろ

う
！
　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
コ
ラ
ー

ジ
ュ
ピ
ー
ス
」
｜
｜
パ
ル
コ

の
外
観
に
思
い
出
の
写
真
や

雑
誌
の
記
事
、
店
の
ロ
ゴ
を

デ
ザ
科
が
企
画
　■　
３
つ
の
提
案
実
現

ま
た
ね

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
！

印
刷
し
た
巨
大
な
ア
ー
ト
作

品
。
ア
ク
リ
ル
板
の
パ
ズ
ル

を
兼
ね
て
お
り
開
催
期
間

中
、
買
い
物
の
レ
シ
ー
ト
と

引
き
換
え
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
ア

ー
ト
の
ピ
ー
ス
を
１
つ
ず
つ

「
思
い
出
の
か
け
ら
」
と
し

て
客
に
贈
っ
た
。
リ
ー
ダ
ー

の
秋
山
凛
太
郎
さ
ん
（
同
）

は
「
か
け
ら
で
津
田
沼
パ
ル

コ
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
」。

　
③
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
で
撮

ろ
う
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
記
念

写
真
」
｜
｜
昔
の
津
田
沼

の
写
真
を
背
景
に
写
真
撮

影
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
と

一
緒
に
持
ち
帰
れ
る

企
画
。
パ
ル
コ
や
郷

土
資
料
館
の
協
力
で

写
真
を
集
め
た
。
リ

ー
ダ
ー
の
１
人
・
明

石
和
綺
さ
ん（
同
）
は

「
多
く
の
人
と
思
い

出
を
共
有
で
き
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成

功
し
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
」。
全
体
リ

ー
ダ
ー
の
増
村
和
也
さ
ん

（
同
）
は
「
大
変
だ
っ
た
け

れ
ど
、
初
の
リ
ー
ダ
ー
の
経

験
は
学
び
が
多
か
っ
た
」。

　
担
当
し
た
西
田
絢
子
准
教

授
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち

上
げ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
い
る

こ
と
で
す
が
、
学
生
た
ち
が

一
回
り
成
長
し
た
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
一
緒
に
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
赤
澤
智
津
子
先

生
、
倉
斗
綾
子
先
生
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と

語
っ
た
。

久々、外部の人たちも入ってにぎわう卒展

子ども向け教育ソフトの提案について

小学生から質問を受ける学生

タイムスリップ記念写真館

フロアマップに貼られたメッセージ

コラージュピースの展示の様子
学生手作りの記念

キーホルダー

コンクリート立体パズル作品を楽しむ来場者
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
近
代
社
会
を
迎
え
、
塗
料
産
業

は
発
展
し
た
。「
わ
が
社
も
そ
う

で
す
。
で
も
私
は
工
業
化
学
を
勉

強
し
た
の
に
塗
料
の
世
界
と
は
無

縁
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」。
航
空
機

や
ロ
ケ
ッ
ト
の
塗
料
、
自
動
車
用

防
音
材
な
ど
で
知
ら
れ
る
日
本
特

殊
塗
料
（
本
社
・
東
京
、
略
称

「
ニ
ッ
ト
ク
」）
の
社
長
に
一
昨

年
６
月
就
任
し
た
遠
田
さ
ん
は

〝
意
外
で
し
ょ
う
？
〞
と
い
っ
た

表
情
で
明
る
く
言
っ
た
。
昨
年
、

本
社
で
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
東
京
・
田
端
で
育
っ
た
。
な
ぜ

か
物
理
が
好
き
で
、
本
学
で
は

「
生
体
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
用
ガ
ラ
ス

繊
維
の
強
度
」
に
つ
い
て
研
究
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
を
配
合
し
た

骨
の
成
分
に
近
い
無
機
材
料
を
溶

融
し
て
ガ
ラ
ス
繊
維
を
つ
む
ぎ

（
紡
糸
）、
そ
の
繊
維
に
細
胞
に

な
じ
む
素
材
を
か
ぶ
せ（
被
覆
）、

組
み
ひ
も
に
編
む
。
そ
れ
を
医
大

の
共
同
研
究
者
へ
送
っ
て
ウ
サ
ギ

の
大
た
い
骨
に
埋
め
、
人
工
骨
の

再
生
実
験
に
供
し
た
と
い
う
。

　「
ア
ル
ミ
な
ど
は
元
々
生
体
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
配
合
や
ガ

ラ
ス
繊
維
紡
糸
の
ド
ラ
ム
回
転
速

度
の
調
整
は
厄
介
で
し
た
ね
」
と

思
い
出
を
た
ど
っ
て
く
れ
た
。
骨

に
対
す
る
関
心
は
「
小
学
生
の
こ

ろ
ス
キ
ー
や
山
登
り
中
に
転
ん
で

骨
折
し
た
せ
い
か
な
」
と
い
う
。

　
そ
の
縁
で
当
時
と
し
て
は
最
先

端
、
か
つ
そ
の
領
域
で
は
少
な
か

っ
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
造
会
社
に

エ
ン
ト
リ
ー
。
１
次
試
験
は
パ
ス

し
た
も
の
の
、
事
情
が
あ
っ
て
２

次
試
験
は
受
け
ず
、
大
学
推
薦
先

に
就
職
し
な
か
っ
た
。
入
っ
た
の

は
家
か
ら
比
較
的
近
く
、
同
じ
研

究
室
の
先
輩
が
い
た
ニ
ッ
ト
ク

（
本
社
は
北
区
王
子
）
だ
っ
た
。

卒
業
の
前
年
１
９
８
２
年
秋
の
こ

と
で
あ
る
。

　
ニ
ッ
ト
ク
は
東
京
高
等
工
業
学

校
（
現
・
東
京
工
大
）
助
教
授

の
故
・
仲
西
他
七
氏
が
１
９
１

９
（
大
正
８
）
年
、
品
川
で
立

ち
上
げ
た
。
30
歳
そ
こ
そ
こ
。

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
走
り
」（
遠
田

さ
ん
）
だ
。
航
空
機
が
ま
だ
羽
布

製
の
時
代
。
し
か
し
、
い
ず
れ
機

体
は
軽
金
属
（
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
）

製
に
な
る
と
ふ
ん
だ
彼
は
、
金
属

用
塗
料
の
研
究
も
進
め
た
。
１
９

３
０
年
、
そ
れ
が
陸
軍
に
正
式
採

用
さ
れ
、
戦
闘
機
を
彩
っ
た
。

　
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
に
敗
れ

（
１
９
４
５
年
）、
航
空
機
の
国

内
製
造
は
禁
止
に
。
航
空
機
メ
ー

カ
ー
が
相
次
い
で
自
動
車
産
業
へ

シ
フ
ト
す
る
中
で
、
ニ
ッ
ト
ク
は

ま
ず
屋
根
瓦
用
の
塗
料
を
開
発
し

建
築
業
界
へ
、
次
い
で
自
動
車
や

鉄
道
車
両
の
防
音
・
防
錆
（
さ
び

を
防
ぐ
）・
衝
撃
防
護
の
塗
料
や

防
音
・
制
振
（
振
動
を
抑
え
る
）

材
を
開
発
、
や
が
て
同
社
の
メ
イ

ン
と
な
る
自
動
車
部
品
事
業
へ
と

進
出
し
て
い
っ
た
。
遠
田
さ
ん
は

こ
の
部
品
分
野
で
技
術
屋
人
生
を

か
け
て
い
く
。

　
入
社
し
、
先
輩
に
「
恨
む
な

よ
」
と
引
導
を
渡
さ
れ
て
配
属
さ

れ
た
の
は
自
動
車
製
品
事
業
部
の

音
響
技
術
部
試
作
課
。
新
設
の
部

署
だ
っ
た
。
ク
ル
マ
は
、
エ
ン
ジ

ン
は
も
ち
ろ
ん
、
走
行
中
に
車
体

か
ら
騒
音
や
振
動
を
発
す
る
。
こ

の
た
め
車
体
の
あ
ち
こ
ち
に
防
音

材
と
呼
ば
れ
る
部
品
が
使
わ
れ
て

い
る
。
防
音
材
と
は
吸
音
、
遮

音
、
制
振
の
機
能
を
持
つ
材
料
の

こ
と
で
、
車
体
の
振
動
騒
音
現
象

に
応
じ
て
材
料
を
選
定
し
、
適
切

な
場
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
実
装
に
必
要
な
の
が
設
計

図
面
だ
。

　「
と
こ
ろ
が
私
は
図
面
を
読
め

な
い
し
引
け
な
い
ん
で
す
よ
。
仕

方
な
く
半
年
ほ
ど
専
門
学
校
へ
夜

通
い
、
マ
ス
タ
ー
し
た
。
で
も
、

そ
の
お
か
げ
で
部
品
の
試
作
か
ら

金
型
の
発
注
、
そ
し
て
量
産
立
ち

上
げ
と
、部
材
メ
ー
カ
ー
、金
型
メ

ー
カ
ー
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
各

工
場
で
立
ち
会
っ
て
全
工
程
を
一

人
で
担
当
で
き
た
。
組
織
（
正
社

員
だ
け
で
現
在
約
１
３
０
０
人
）

が
大
き
く
な
り
、
分
業
化
し
た
現

在
で
は
難
し
い
こ
と
が
で
き
る
時

代
だ
っ
た
」
と
喜
ぶ
。
い
ま
で
こ

そ
自
動
車
防
音
対
策
の
音
響
設
計

技
術
や
自
動
車
用
防
音
材
の
ニ
ッ

ト
ク
の
市
場
シ
ェ
ア
は
業
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
だ
が
、「
大
学
の
研
究

室
で
思
考
錯
誤
し
な
が
ら
ガ
ラ
ス

繊
維
を
紡
糸
し
た
体
験
が
役
立
ち

ま
し
た
ね
」
と
振
り
返
る
。
学
び

は
や
は
り
大
切
な
も
の
で
あ
る
。

　
以
来
、
自
動
車
製
品
事
業
本
部

一
筋
。
子
会
社
の
役
員
に
約
１
年

出
向
し
た
が
、
戻
っ
て
塗
料
部
門

を
含
む
社
全
体
の
原
価
管
理
部
長

な
ど
に
つ
い
た
あ
と
、
取
締
役

（
２
０
１
２
年
）を
へ
て
社
長
（
２

０
２
１
年
６
月
）
に
就
任
し
た
。

　「
い
ろ
い
ろ
な
部
署
を
経
験

し
、
発
想
の
ウ
イ
ン
グ
を
広
く
持

つ
こ
と
が
重
要
」
と
組
織
を
ま
た

い
だ
人
事
交
流
の
必
要
性
を
社
員

に
説
く
。「
脱
・
マ
イ
ン
ド
セ
ッ

ト
（
先
入
観
、
固
定
し
た
考
え
方

を
捨
て
る
）
を
、
と
も
言
っ
て
い

ま
す
。
何
事
に
も
柔
軟
に
対
処
し

よ
う
、
と
い
う
意
味
で
す
」。
　

　
と
こ
ろ
で
、
現
代
の
学
生
は
採

用
面
接
で
ど
う
見
え
ま
す
か
？
　

「
実
は
個
性
を
見
分
け
に
く
い
ん

で
す
。
面
接
の
練
習
で
も
し
て
く

る
ん
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
。

「
と
も
か
く
自
分
で
も
の
を
考
え

ら
れ
る
人
が
欲
し
い
。
当
社
は
社

名
に
塗
料
と
あ
る
の
で
化
学
関
係

の
学
生
は
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま

す
。
一
方
、
自
動
車
用
防
音
部
品

の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
も
あ
り
、

機
械
や
電
気
を
学
び
、
図
面
を
引

け
る
学
生
に
も
っ
と
入
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ね
」と
付
け
加
え
た
。

活躍する校友校友
遠
おん

田
だ

比
ひ

呂
ろ

志
し

さん（64歳）

日本特殊塗料㈱社長

（昭和58年、工業化学科卒）

学びは役に立つ
脱・マインドセットを

「自分でものを考えられる人」と遠田さん

は
10
階
ジ
オ
タ
ウ
ン
と
９

階
テ
ク
ノ
タ
ウ
ン
で
、「
地

底
、
深
海
、
宇
宙
」
を
テ
ー

マ
に
、
子
ど
も
も
大
人
も
楽

し
め
る
内
容
と
な
っ
た
。

　
９
階
に
は
海
洋
研
究
開
発

機
構
な
ど
の
協
力
で
、
有
人

潜
水
調
査
船
「
し
ん
か
い
６

５
０
０
」
の
原
寸
大
モ
デ
ル

が
展
示
さ
れ
た
。
本
学
次
世

代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ
）
の
町
田

嗣
樹
上
席
研
究
員
が
深
海
探

査
や
海
底
資
源
な
ど
に
関
す

る
展
示
内
容
を
提
案
・
監
修

し
た
。

　
▽
し
ん
か
い
６
５
０
０
と

深
海
探
査
の
１
日
▽
海
底
探

査
技
術
の
最
先
端
▽
深
海
底

の
金
属
資
源
｜
｜
と
、
３
つ

の
テ
ー
マ
を
展
開
。
セ
ン
タ

ー
の
メ
ン
バ
ー
が
展
示
資
料

の
多
く
を
提
供
し
た
。

　
・「
し
ん
か
い
６
５
０

０
」
で
海
底
を
探
査
す
る

際
、
研
究
者
た
ち
が
持
っ
て

行
く
も
の
は
？

　
・
海
底
の
地
形
は
ど
う
な

っ
て
い
る
？

　
・
金
属
資
源
は
ど
う
す
れ

ば
見
つ
か
る
？

　
・
金
属
資
源
に
含
ま
れ
る

レ
ア
メ
タ
ル
は
、
暮
ら
し
に

ど
う
役
立
っ
て
い
る
の
？

　
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と

の
な
い
深
海
底
や
金
属
資
源

　
最
新
の
科
学
を
、
よ
り
魅

力
的
に
分
か
り
や
す
く
、
と

千
葉
市
科
学
館
（
千
葉
市
中

央
区
・
き
ぼ
ー
る
７
〜
10

階
）
が
昨
年
夏
か
ら
常
設
展

示
の
一
部
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
主
に
組
み
替
え
た
の

次
世
代
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
協
力

「
し
ん
か
い
６
５
０
０
」な
ど
展
示

■

千
葉
市
科
学
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
機
械
工
学
科
の
瀧
野
日
出

雄
教
授

写
真

が
２
月
７

日
、
日
本
機
械
学
会
か
ら

「
機
械
お
よ
び
機
械
シ
ス
テ

ム
と
そ
の
関
連
分
野
で
顕
著

な
功
績
が
あ
っ
た
」
と
し
て

「
フ
ェ
ロ
ー
」
に
認
定
さ
れ

た
。

　
瀧
野
教
授
は
機
械
加
工
や

特
殊
加
工
、
特
に
ナ
ノ
や
マ

イ
ク
ロ
の
微
細
な
形
状
を
持

つ
表
面
の
創
成
技
術
を
研
究

し
て
、
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。

　
機
械
学
会
は
１
８
９
７

（
明
治
30
）
年
創
立
。
１
２

６
年
の
歴
史
が
あ
り
会
員
数

３
万
３
千
人
を
超
え
る
国
内

最
大
級
の
学
会
。
２
０
０
０

年
度
か
ら
フ
ェ
ロ
ー
制
度
を

導
入
し
、
顕
著
な
成
果
を
挙

げ
た
研
究
者
に
対
し
、
正
会

員
の
３
〜
５
％
を
め
ど
に
認

定
し
て
い
る
。

　
瀧
野
教
授
は
「
機
械
工
学

分
野
で
日
本
を
代
表
す
る
学

会
か
ら
称
号
を
頂
き
、
大
変

光
栄
で
す
。
研
究
や
学
会
活

動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た

方
々
に
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
称
号
に
ふ
さ
わ
し
い

社
会
貢
献
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

瀧
野
教
授
を「
フ
ェ
ロ
ー
」認
定

機
械
学
会
　■　
表
面
創
成
技
術
で
成
果

の
不
思
議
を
分
か
り
や
す
く

解
説
。
水
深
５
千
㍍
以
上
の

深
海
底
か
ら
採
取
さ
れ
た
マ

ン
ガ
ン
ノ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
の

サ
ン
プ
ル
や
、
潜
航
調
査
の

観
察
記
録
が
書
き
込
ま
れ
た

地
形
図
の
実
物
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
資
源
探
査
を
リ

ア
ル
に
体
験
で
き
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
も
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は
海
洋

研
究
開
発
機
構
の
ほ
か
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
）、
国
立
研
究
開
発
法

人
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
や

企
業
も
協
力
し
た
。

町田上席研究員も乗ったしんかい

６５００のコックピットを再現

貴重な試料について説明

する町田上席研究員

■　４月から、学生窓口の事務取り扱い時間が下記のように変更

学生窓口 現　状 変更後

教学センター
平　日 9：00～20：00（新習19：00）　　　　　　　　　　 9：00～17：00

土曜日 9：00～18：00（新習17：00） 9：00～12：00

就職・進路支援部
平　日 9：00～20：00　　　 9：00～17：00

土曜日 9：00～17：00　　　 9：00～12：00

〈　開設時間変更のお知らせ　〉

　　となります。ご注意ください。
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千葉工大の卒業生が社会で活
躍するのが楽しみです。25年
間、ありがとう。

滝
口
　
泰
之
（
生
命
科
学
科
・
教
授
）

企業から転職して25年、常に
若い人と接する素晴らしい環
境でした

小
林
　
政
信
（
先
端
材
料
工
学
科
・
教
授
）

教
員（
７
人
）

教
員（
７
人
）

 段ボール
　　想い出詰める14年
　　　研究室に溢る春の陽
　ありがとうございました

八
島
　
由
幸
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
・
教
授
）

充実した教員生活でした。学
生・職員・教員のみなさんに
感謝!!

仲
林
　
　
清
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
・
教
授
）

皆様のさらなるご活躍を期待
しています。
　　　　　日々是好日。

白
石
　
光
昭
（
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
・
教
授
）

長い間、ありがとうございま
した。キャンパスの木々の緑
がいつまでも続きますように。

柴
橋
　
祐
子
（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科
・
准
教
授
）

私立大学は、2030年・2040年
問題が待ち受けています。法
人に全てを頼らないで、回避
できるよう、皆さんの奮起を
期待しています。

小
峯
　
裕
己
（
建
築
学
科
・
教
授
）

 ３月に定年を迎えられた教職員の

皆さんを紹介します。大学と学生た

ちに、思い出と励ましの言葉を残し

てくださいました。 （敬称略）

定年退職の皆さん

　
学
位
記
授
与
式
が
来
週
開

催
と
も
な
る
と
、
卒
業
生
と

の
別
れ
が
本
格
化
し
、
落
ち

着
か
な
い
気
分
に
な
る
。

　
昨
年
は
学
位
記
授
与
式
の

前
日
、
穏
や
か
な
休
日
の
午

後
、
犬
の
散
歩
に
出
か
け
た

ら
転
ん
で
右
足
を
骨
折
し
て

し
ま
い
、
こ
れ
ま
で
欠
か
さ

ず
出
席
し
て
い
た
学
位
記
授

与
式
に
出
ら
れ
ず
、
別
の
意

味
で
落
ち
着
か
な
か
っ
た
。

　
今
年
は
今
年
で
、
ま
た
そ

わ
そ
わ
し
て
し
ま
う
出
来
事

が
…
。そ
う
！
Ｎ
Ｆ
Ｔ
で
す
。

学
位
証
明
書
が
Ｎ
Ｆ
Ｔ
に
!!

　
本
紙
１
面
で
も
紹
介
し
て

い
る
通
り
、
今
年
の
卒
業
生

は
従
来
の
卒
業
証
書
に
加

え
、
希
望
者
に
は
Ｎ
Ｆ
Ｔ
学

位
記
が
発
行
さ
れ
る
。

　
学
生
た
ち
が
自
ら
考
案
し

た
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
の

「
原
石
」
は
、
宝
石
に
変
化

す
る
ま
で
の
「
自
ら
掘
り
、

磨
き
、
徐
々
に
光
っ
て
い

く
」
過
程
が
、
大
学
生
活
を

通
じ
て
学
生
が
成
長
し
て
い

く
過
程
に
似
て
い
る
と
考
え

た
か
ら
だ
と
い
う
。

　
世
界
中
の
ど
こ
に
行
っ
て

も
「
千
葉
工
大
の
卒
業
生
で

あ
る
こ
と
」
に
誇
り
を
持

ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
へ
舞

い
上
が
っ
て
行
け
る
よ
う
、

新
た
な
舞
台
へ
の
門
出
を
お

祝
い
し
ま
す
。
ご
卒
業
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
３
月
に
な
り
、
日
に
日
に

日
差
し
が
暖
か
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
合
わ
せ

て
、
花
粉
が
飛
び
始
め
て
い

ま
す
。
私
は
花
粉
症
で
は
な

い
で
す
（
と
思
っ
て
い
ま

す
）
が
、
毎
年
こ
の
時
期
に

な
る
と
気
の
せ
い
か
目
や
喉

に
違
和
感
の
あ
る
時
が
あ

り
、
花
粉
症
予
防
と
し
て
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、
約

３
年
続
い
て
き
た
新
型
コ
ロ

ナ
の
収
束
に
向
け
、
３
月
13

日
か
ら
は
「
マ
ス
ク
着
用
は

個
人
の
判
断
で
」
と
い
う
こ

と
と
な
り
、
マ
ス
ク
を
外
す

動
き
が
出
て
き
ま
し
た
。
個

人
的
に
は
早
く
マ
ス
ク
を
外

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
が
、
花
粉
が
落
ち
着
く

ま
で
は
我
慢
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
３
月
に
卒
業
、
修

了
す
る
学
生
の
皆
さ
ん
、
卒

業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
長
か
っ
た
学
生
生
活
は

終
わ
り
、
次
に
は
社
会
人
生

活
が
待
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
窮
屈
だ
っ

た
生
活
の
終
わ
り
も
目
前
と

な
り
、
待
ち
に
待
っ
た
自
由

な
生
活
が
待
っ
て
い
ま
す
。

マ
ス
ク
を
外
し
て
、
こ
れ
ま

で
隠
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
表

情
、
蓄
え
て
き
た
パ
ワ
ー
を

思
う
存
分
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
学
生
生
活
で

学
ん
で
き
た
こ
と
を
目
一
杯

発
揮
し
、
社
会
人
生
活
で
活

躍
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

先
端
材
料
工
学
科

　
　
　
　
　
　
髙
橋
伊
久
磨

　
新
習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に

あ
る
学
生
寮
は
、
千
種
寮
の

時
代
か
ら
移
転
を
機
に
運
用

が
変
わ
り
、
二
年
制
の
寮
に

な
り
ま
し
た
が
、
寮
友
会
執

行
部
に
所
属
す
る
こ
と
で
、

最
大
四
年
間
在
寮
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

就
職
活
動
中
の
執
行
部
寮
生

の
ス
ー
ツ
姿
を
見
る
と
、
普

段
の
ラ
フ
な
姿
し
か
知
ら
な

い
の
で
新
鮮
で
あ
る
の
と
同

時
に
、
先
輩
達
の
就
活
の
姿

を
後
輩
の
寮
生
達
に
見
せ
る

こ
と
は
有
意
義
な
こ
と
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　「
こ
れ
か
ら
面
接
行
っ
て

き
ま
す
」
と
声
を
掛
け
ら
れ

た
り
、
ま
だ
内
定
先
が
決
ま

っ
て
い
な
そ
う
と
の
話
を
耳

に
す
る
と
、
つ
い
つ
い
そ
の

後
の
状
況
が
気
に
な
っ
て
な

り
ま
せ
ん
。
就
活
中
の
寮
生

か
ら
、
就
職
の
相
談
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今

年
卒
業
の
寮
友
会
執
行
部
の

中
に
は
、
同
窓
会
事
務
局
か

ら
同
窓
生
が
勤
め
る
企
業
を

紹
介
頂
き
、
内
定
を
頂
く
こ

と
が
出
来
た
寮
生
も
い
ま

す
。

　
就
活
を
取
り
巻
く
状
況
等

は
今
と
昔
で
は
随
分
と
様
変

わ
り
し
て
い
ま
す
が
、
同
窓

生
の
繋
が
り
を
活
か
し
た
就

活
は
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
、

大
変
心
強
く
有
難
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様

事
務
局
か
ら
就
職
の
相
談
が

あ
っ
た
際
に
は
、
ご
支
援
い

た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

教
学
セ
ン
タ
ー
（
学
生
寮

　
担
当

）　
　
片
岡
　
眞
人

大変お世話になり、ありがと
うございました。

宮
　
　
　
敏
（
警
備
員
・
総
務
担
当
）

楽しく勤務することができま
した。ありがとうございまし
た。

加
村
　
秋
男
（
警
備
員
・
新
習
志
野
学
生
担
当
）

皆様のおかげで、充実した11
年間、そして職務を完遂する
ことができました。
心から感謝申し上げます。

髙
木
　
新
一
（
警
備
主
任
・
総
務
担
当
）

職
員（
３
人
）

職
員（
３
人
）

３月22日（水）令和４年度学位記授与式、４月１日（土）～８日（土）新入生ガイダンス、５日（水）令和５年度入学式、10日（金）前期授業日

新に

飯い

田だ

佳
よ

し

枝え

新
任
紹
介

（敬称略）

（
教
学
セ
ン
タ
ー
津
田
沼
教

務
担
当
事
務
職
員
）

　
ど
ん
ど
ん
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

す
る
環
境
に
驚
き
も
あ
り
ま

す
が
、
自
身
も
笑
顔
で
楽
し

く
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
い
と
思
い
ま
す
！
　

　
趣
味
の
食
べ
歩
き
で
チ
ャ

ー
ジ
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　
公
民
館
と
新
習

ふ
れ
愛
ネ
ッ
ト

（
地
区
学
習
圏
会

議
）
の
主
催
で
、

地
域
住
民
が
世
代

を
超
え
て
集
ま
る

大
き
な
イ
ベ
ン
ト

の
一
つ
。
香
澄
、

秋
津
地
域
の
小
学

校
有
志
や
、
同
館

で
練
習
し
て
い
る

吹
奏
楽
メ
ン
バ
ー

た
ち
の
発
表
後
、

風
神
が
さ
っ
と
駆

け
出
て
列
を
組

み
、

テ

ー

マ

曲

「
仁
彩
」
や
、
千

葉
よ
さ
こ
い
島
、

南
中
ソ
ー
ラ
ン
な

ど
の
乱
舞
を
展
開

し
た

写
真
。

　
エ
ン
ジ
の
袴
に

黒
い
衣
装
が
、
途

中
で
肩
脱
ぎ
す
る

と
黄
と
赤
っ
ぽ
い

衣
装
に
代
わ
り
、

切
れ
の
あ
る
格
好

よ
い
踊
り
を
見
せ

た
。

　
服
部
主
将
は

「
久
々
に
マ
ス
ク

な
し
の
演
舞
。
笑
顔
で
踊

り
、
掛
け
声
で
場
を
盛
り
上

げ
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。
全
員
が
と
て
も
い
い
表

情
で
生
き
生
き
と
踊
れ
た
と

思
い
ま
す
。
５
月
の
お
祭
り

に
向
け
、
完
成
度
を
高
め
て

い
き
た
い
」と
話
し
て
い
た
。

久々演舞

よさこい風神
■　新習ふれ愛まつり

　
体
育
会
の
サ
ー
ク
ル
「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
風
神
」（
主
将

服
部
美
妃
さ
ん
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
２

年
、
部
員
77
人
）
が
３
月
４
日
、
４
年
ぶ

り
に
開
催
さ
れ
た
「
新し

ん

習な
ら

ふ
れ
愛
ま
つ

り
」（
新
習
志
野
公
民
館
）
に
参
加
し
、

青
空
の
下
、
迫
力
の
演
舞
を
披
露
し
た
。


